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論文内容の要旨

頭足類の視細胞には視物質ロドプシン (Rh) とレチノクロム (Ret) が外節と内節に離れて存在し

ているo Rh と Ret の光産物(メタロドプシン (MRh) とメタレチノクロム (MRet ) )は互いに発

色団レチナールを交換すれば両色素が再生する関係にあるo 本研究の目的は，高感度な光受容を維持する

ためにロドプシンが視細胞内に高濃度に保たれる仕組みを明らかにすることであるo すなわち，両光産物

の発色団レテナー Iレの交換に関与すると思われるレチナー Iレ結合蛋白質 (RALBP) をスルメイカ網膜

から精製し， RALBP 自身の性質およびRALBP と両色素の再生との関係を調べた。

RALBP は，視細胞の外節水溶性分画からカラムクロマトグラフィーによって精製された。分子量は

約 5 0 KDa で，外節にはRh の約 10%量が存在している。 RALBP はレチナールだけで、なくレチノ

ー Jレもリガンドとして結合できるが，暗JI頂応網膜から単離したRALBP は主として 1 1 シス型レチナ

Jレをリガンドとしている。しかし RALBP は外から加えられたレチノイドとリガンドの置換を行うこ

とが明らかになった。単クローン抗体を作製しそれを用いて網膜におけるRALBPの分布を調べた結

果， RAL B P は視細胞内で両色素と密接に関係して存在していることが示唆された。

RALBPの性質や分布から， RAL BP は両色素の再生に深く関与しているように思われた。まず，

トレーサーとしてレチナール 2 を用いて， RAL B P と両光産物との間でのレチナー Iレ交換による両色素

の再生を試験管内で検討した。その結果， RALB P はメタ色素と直接レチナールを相互交換する乙とに

より MRh とMRet との発色団レチナー Jレの交換の仲立ちをし，両色素を再生したことを示していた。し

かし，内外節にはなれて存在する両色素とレチナー Jレの交換を行うためには， RALBPは細胞内を移動

しなくてはならない。次l乙，感光性色素の再生に関連する RALBPの細胞内での動態を知るために，眼
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杯を用いて，照射とそれに続く暗保の実験を行った。その結果， RALBP は視細胞内を移動し，両色素

の再生に関与している乙とが確かめられた。

以上の結果から，視細胞内において内外節に離れて存在するRh と Ret が， RAL B Pの細胞内の移

動によりレチナー Iレの再利用を伴った一つの系(ロドプシン・レチノクロム系)として纏められている乙

とが強く示唆された。頭足類の視細胞では，この機構により感光性色素が暗再生して視物質ロドプシンが

高濃度に保たれ，高感度な光感覚受容能が維持されていると考えられる。

論文の審査結果の要旨

動物の生活にとって光の刺激は最も重要なものの一つである。その光感覚のためには，視細胞は光エネ

ルギーを捕獲し，それを化学的さらに電気的エネ 1レギ‘ーに転換する機構のほか，そのような光受容能力を

継続し得る機構をも備えねばならない。視興奮は視物質ロドプシン分子の光吸収による構造変化が引金と

なって起乙るので，ロドプシンか視細胞内において常に高濃度に保たれることが，光受容能力を維持する

ために先ず重要である。乙の観点に立って，寺北君は，視細胞にロドプシンおよびレチノクロムの 2 つの

感光性色素系を持つ頭足類の網膜を用い，視細胞内において感光性色素の発色団となるレチナールの需給

に係わるレチナー Jレ結合蛋白質 (RALBP) の役割を中心に感光性色素の再生の実態を解明する研究を

行った。

同君は，まず l)RALBPの化学的性質と抗体法によるその網膜内分布の研究を行い，続いて 2) レ

チナー Jレ 2 を追跡子とする巧妙な手法でRALBP とメタ色素間で起こるレチナールの交換反応とそれに

伴う色素再生を解析し， さらに 3) 眼杯を用いて実際にRALBPが視細胞の内外節間でレチナー Jレ輸送

を果していることを証明した。

結果として，内外節に離れて存在する 2 つの感光色素系は，今や，レチナ -1レを運搬し，かつメタ色素

とレチナー Jレを交換するRALBP によって動的に結ぼれている乙とが明らかになった。 RALBP を介

して一つに纏めらる此の系はロドプシン・レチノクロム系と呼ばれ，色素の能率的な再生を通じて，光感

覚の受容とその機能維持を果たす，視細胞の基本的機構であると考えられる。なお，乙の際の色素再生は，

単なるレチナー Jレの置換ではなく， 2 つのレチナー Jレ蛋白賢(メタ色素と RALBP) 聞におけるレチナ

ー Jレの相互交換によって特徴づけられ，暗再生機構としては初めて知られた例である。

以上，寺北君のレチナー Jレ結合蛋白質および、その生理機能に関する一連の研究は，無脊椎動物視細胞に

おける光受容機能維持機構の基本的部分を解明したものとして，既に国内外の学界の注目を受けている。

従って，今回提出された 3 部からなる同君の論文は理学博士の学位論文として十分な価値があると認めら

れる。
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